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在
地
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調
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八
九
年
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１
と
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月
と
四
月

３
　
発
掘
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関
　
　
蔦
取
県
教
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委
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４
　
調
査
担
当
者
　
中
村
　
徹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
ゞ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

天
神
山
遺
跡
は
、
蔦
取
市
の
西
部
に
あ
る
湖
山
池
の
東
岸
に
位
置
し
、
現
在

は
県
立
蔦
取
農
業
高
等
学
校
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
室
町
時

代
の
有
力
守
護
山
名
氏
の
因
幡

一
国
支
配
の
本
拠
地
、
い
わ
ゆ

る

「因
幡
守
護
所
」
で
あ
る
。

山
名
氏
は
、
最
初
は
巨
濃
郡

規
臨
（為
寿
郡
岩
美
町
岩
常
）
の
二

り

上
山
に
抜
を
築
い
た
が
、
文
正

剖〕騨
　
一死
生
‐
（
一
四
六
六
）
呻⊆
ろ
浮
上
局
首
す

鶴

郡
布
施
郷
（布
勢
）
に
あ
る
標
高

二
五
ｍ
の
天
神
山
に
城
を
移
し
、

因
暗
国
を
支
配
し
た
。
し
か
し
、
因
幡
山
名
氏
は
、
但
馬
守
護
山
名
氏
と
抗
争

し
た
た
め
、
天
神
山
城
は
し
ば
し
ば
戦
火
に
見
舞
わ
れ
、
天
文

一
七
年

（
一
五

四
八
）
に
囚
幡
出
名
氏
は
つ
い
に
滅
び
た
。　
か
わ

っ
て
但
馬
山
名
氏
が
因
幡
国

を
支
配
し
た
が
、
永
禄
六
年

（
一
五
杢
こ

に
、
家
臣
の
久
松
山
鳥
取
城
主
武
田

高
信
の
反
逆
に
よ
っ
て
敗
れ
、
天
神
山
城
は
守
護
所
と
し
て
の
機
能
を
失

っ
た
。

そ
の
後
、
因
幡
国
統
治
の
本
拠
地
は
、
久
松
山
鳥
取
城
と
な
っ
た
。

天
神
山
城
は
、
「因
謄
民
談
布
施
城
図
」
「困
幡
大
図
」
「因
伯
古
城
跡
図
志
」

に
よ
る
と
、
天
神
山
山
頂
に
三
階
の
天
守
が
建
ち
、
天
神
山
を
取
り
囲
む
よ
う

に
内
堀
が
掘
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
は
天
神
山
と
そ
の
南
に
あ
る
宇
山
を

取
り
囲
む
外
堀
が
巡

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
、
天
神
山
周
辺
は
、
鳥

取
農
高
や
民
家
が
建
ち
並
ん
で
い
る
が
、
天
神
山
は
、
山
頂
に
丼
戸
や
堀
割
な

ど
が
よ
く
残
り
、
県
指
定
史
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

天
神
山
城
に
関
す
る
調
査
は
、　
一
九
七
三
年

・
八
〇
年
に
行
わ
れ
、
内
堀
、

土
塁
、
井
戸
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
鳥
取
蓑
高
の
校
舎
増

築
に
伴
う
も
の
で
、
天
神
山
の
南
東
に
あ
た
る
二
〇
〇
ポ
の
範
囲
で
実
施
し
た
。

調
査
区
は
、　
一
九
七
三
年
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
内
堀
と
土
塁
が
巡
る
と
推
定

さ
れ
る
場
所
で
、
推
定
ど
お
り
内
堀
が
確
認
さ
れ
た
他
、
柱
穴
と
、
貝
塚
も
検

出
さ
れ
た
。
但
し
、
調
査
範
囲
が
限
ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
全
容
を
つ
か
む
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
六
箱
あ

っ
た
。
内
容
的
に
見
る
と
、
土
器
類

は
、
弥
生
土
器
、
須
恵
器
、
土
師
質
土
器
、
陶
磁
器
、
瓦
質
土
器
が
あ
り
、
大



半
は
土
師
質
の
皿
で
あ
る
。
瓦
質
土
器
は
、
羽
釜
、
土
鋼
、
火
舎
で
あ
る
。
陶

磁
器
に
は
、
越
前
焼
甕
、
備
前
焼
括
鉢
、
輸
花
青
磁
皿
や
青
磁
碗
、
青
磁
香
炉
、

白
磁
皿
、
伊
万
里
皿
、
染
付
け
等
が
あ
る
。
ま
た
、
低
湿
地
で
あ

っ
た
た
め
、

木
製
品
も
比
較
的
よ
く
残

っ
て
い
た
。
塔
婆
、
下
駄
、

今
フ
、
糸
巻
、
漆
器
椀
、

箸
、
曲
物
、
板
材
、
梶
棒
状
の
も
の
等
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
、
土
錘
や
硯

も
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（梵
　
　
　
字
）

①

　

□
□
□
□
□
　
　
北
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（藝
ゞ
］契
『
〓

②

　

「
＜
□

の
同

国
」

μ
⇔
Φ
×

中
］
×

卜

　

〇
∞
∞

ω
②
と
も
内
堀
で
検
出
さ
れ
た
。　
⑪
は
上
部

（五
文
字
）
と
下
部

（
一
文
字
）

に
区
分
け
さ
れ
て
書
か
れ
て
い
る
。
上
部
は
梵
字
の
切
継
半
体
下
部
で
書
か
れ

て
い
る
。
二
字
目
は
茶
（ｄａ
）
、
三
字
日
は
跛
（
ｐａ
）
、
五
字
日
は
婆
（ｂｈａ
）
と
読
め

る
が
、
そ
の
内
容
は
不
男
で
あ
る
。
下
部
は
、
行
書
で

「北
」
と
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
角
塔
婆
と
思
わ
れ
る
が
、
角
塔
婆
の
場
合
は
、
東
を
発
心
門
と
し

他
の
三
方
に
は
点
を
加
え
、
北
方
は

「質
玲
ミ
耳
Ｒ
」
と
書
く
の
が

一
般
的
で

あ
る
。

⑪
②
と
も
、
共
伴
す
る
土
器
か
ら

一
六
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
、
天
神
山
に

守
護
所
が
置
か
れ
て
い
た
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
神
山
周
辺
の
丘
陵
上
に
は
、
中
世
墓
が
多
く
調
査
さ
れ
て
お
り
、
天
神
山

城
を
め
ぐ
る
攻
防
と
、
こ
の
塔
婆
と
が
関
係
を
も
つ
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
調

査
と
研
究
に
期
待
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

鳥
取
県
教
育
委
員
会

『
天
神
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
九
八
九
年
）

同

『
天
神
山
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
全
九
七
三
年
）

同

『
蔦
取
県
史
』
盆
九
七
三
年
）

（中
村
　
徹
）


